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5　目録刊行中止の意味tt

U・・二疲勝利の政治的背景
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　　　は、じ鯵に　　湯　　t　’t／　tもし興し・・　　　　　、
　　　’．　　　　　’　　　　t’、　’．　　　ところカ㍉lpずか18行の簡単な序文（本

　　　当国立国会図書館図書館学資料室に，赤　　　稿r資料・1」参照）を読んで驚いた。パ

　表紙フォーリオ判・約560づイ身の1冊Q冊・！　干ッツ4’の名によるその序卒1ち何とも無

／t 結Lが保存趣て・・る・・84・三四めブ「’愛想で味気なく，蔵翻鋤編纂牛・う大

　　斗テ毘・石・』ミ・ジデム（Bτi・iSh．M・蜘．事御前rし回気込も雛も回れてレ・

　，即下「BM」と略称）’図書館所蔵の活字本　　　なゆっtg・む．トろ編者の投げやりな気持さ

、・

･卿・d“b・・k…L！下、「干I」Pt・J　・’する）四徳ヒられた．1そレ℃蘇の欄を読み

　∴の著者名の：アル7’アベ平ト排列1『よる目録、　’進む育つれて…それが単塗る思い過ごしで

：や1・h・b晦1⑳1・9・・）∫の第・再応　・晦泣・控矢・つた諮場ツ・はrの目

　　喬（1）・∫1962隼・神動古磁力・㍗ややく1’録の刊行にま凍硝極的病たのだ・

，．入乳斌・昧で唯一ρも嘩と・｝う・，・t＿tトー脚・してもβ5引ジに及ぶ騰のうノ

　　　しかも・この三七さ第1回すなやちAQl’ちのこの部分～本稿「資料・2・一3」）は；

　　部が刊行されただけで，以後の刊行麻打切　　．．BMの最高政策決定機関であ為旧事会
　　　　　　　　　　　　　　　　なま　　　　　　　　　　　　へ
　　られたものだ乏もいう。，編者ぽアントニオ　，　（Tfustee島）に対するBM刊本部長（Keeper・

　　ゾラツ…（A…ni・・’Pa・izzi，　・∫・797～　・f・Pti…d’B・・k・’）2・・；・％噌迫に

　　ユ879）。1文字通り稀潮回とも．いうべきだう　　　も近い抗弁の書でぼないか。政策決定の内1

　　う。こ9）目録が三十録の本体と，91・条に及　　　．情まで明らかセとな急ような書簡が，tt当の目

　　胡翻則だけ回虫していた鰍ま・デ鉢三つけ臓ら坤ばなら嫡っ⑳
　　目録の理論や歴史にまったく：不案内な筆者　　　か。それに，こO第1巻の刊行が1841年で

凱や珍嘩騨るだ藤・＃脅tt招ずなQa‘・これら嘩が1843年
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　1844年の日位であったりする・P嫡何とも不．・ttた：もの葦がジ～8ニッツ・自身1よ建築家も

　可解℃ある。？パ　“・ヅヅィは何故硅目録の甲，1　1一も・芸術筆でも．なひつ準。、図書館界です・

・刷四温るめ妬逸理事会嗣故！・、　ら．e’や名湯ば曝咋される．こと臨・
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β聯．・岨近姻書鱗即祖とも『一撮の経歴を輔的嘲飢ておr5・3・∴

・いわむ難の目騨味睡〆つた当』「・rパr・7・1・加7年9肺日・・イタ・て・
　ρ零昌巴ツ功ミ・何故みずかちみ規貝！に従’　・9毛デナ公国の・6都市ブレッシ出品’（Bte一一

∫つ’て目録の刊行を留口沸」と恥う名誉を拒、1一細lo）た薬剤師ρ子と七て隼ま乳た。181乙

否す・ることにな’昨の郊ζれらρ疑雲㌃陣パル嫁学に入鵠ナポレナ：細断で

疹がるば的鰯つた・tt・t’．一・1一．tt．’＿イ岬ア王国嘱しtい娃デナ1む嬬’
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さ終蝋問興手がかりにす翻し当時ttであ．つtg6・8・8年灘軸学位翫婦女・
ρ茸今≧β磁どのつながりに何らかQ光がtt’・L；弁護士を闘業壷年から市の行政官を・

1あ撮れる、㊧ではなゆと考え「た6輔1．兼年・tt・ε2・年ごろ蒋・略牌叛舌L醗，．

隅BM図説を搬の漁倣かで乏ら・tt．生酔モヂナ鯉でも，・政治活弊対する、
』えるヅある坐峠歴卑を通レて図書館をとち：、、1　取締りが強化され∴政治結社の一員である、　・

鞭聯な警学龍．パ．冠平》を「湯壷刑雄告リ1ヴ・’71　・9ルで底「「先ず
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三二をして生活の資とした。当時のイギリン

、ス上流社会の婦人の間には，イタリブ文学

　一が流行していkのだったgその故にか，こ

　の間，パ、ニッツィはル率サンス期ρイタリ

　ア文学の研究に熱中した。’，　’

　　順スコゥの仲間に，有名なホイッグ議員

　ダ）ブルゥ今（耳enry　Peter　Brougham）がい．

　’た。弁護士でもあるプルゥムは，パニッッ

　1イごり大陸法に関する知識に興味を抱ぎ，親

しく交わるよう詣る・新設の剛趣大、

　学理事長としてのブルゥムの推せんで，28

　年同大学のイタリア語・イタリア文学の教

．授と塗る。しかし受講考g）数少なく，生濡

　は不安定であらた。しかし，こめ間1パニ・

　，ッツィとしては唯ゴの学問的成果となった

　イ女リア・ルネサンス期ゐ詩人アサオスト　　　　　ラェイガソが描いた69歳当時めパニ・

（A・i・1，・・），ボ。ルド（B・i・・d・）aXの校訂　　ッ『ヅ豫（本訴（・）①よP韓）　』1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

輪乗強靱灘篇樵　、b習衡膿舗耀灘
　‘Chancellor）に就任するや・自動的に上院　　　部長（Keeper・of　Printed　Books）に就任。

　議長ζBM理事長団鰹事長団は・一ヒ・下　　以後19年の長きにわたって多彩な活動を展

両院謙fO・yタベリ飼教の：3名よ賊　』治する。つ・・で1856年3月・5伺，エ・リス

るλの1人となり・パニ魂・のB］yl入り　（Elli・）の後任としてBM鰻ζ就任．・866、

を牒かくてパ三・ッ・は・1831年岨，・年7月・6日・無上の融で辞卸871年’

・鼻熊カンタベリ大司柳聯をえてB￥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月8目，波瀾tlt富んだ81年の生涯を，そ、

職員の・人となり・その鰍雄騰曖　の伝記嬉く、ことになるフ。イガン（鼠一、

’情をB、Mに注ぐこと1になつ犀・入館時の地　　i・・　Fagan）ρ腕に抱かれて）．静かに閉tた。1

／位eUt　・・　・特別次長代理司書官、（Extra　As一：’　　生涯独身であった。

　画stant：Librarian：）（5）であった・’∫∵　　　　　　，BM時代のパモッk7　’iが残した繋ぎな業

べず蘇繋禦∴鴬　響1ま鞘灘鍵灘窪窪P・
　・氏の名声は恐い廊りましたが・そのと　・をギゆな・・がジその主な轍劃・屠作権

・と ｻ枇と9れて全く未知の人品　浩の強力姫毎姻書購入費の飛脚曽
　　りま「した。私は氏がイダリア出身の市民で　　木。これら2つの努力によらでもMの蔵書

：鶴論逆賊管欝翻親　欝旬二諜）漏糠麗負
　ました。宅のことをBM理事の何人がの方　　一．　a計画作成とその実現。⑤BM聯員の地位

　が強く力説されたのであります」（6）と。　　　　向上，等々∴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一21：一・一　　　　　　　　　．’
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♂これら点ての聯ギ・熱みずからが．一・　1・事会e・・Mの蘇漣営め髄決定繍で48・

：馳蘭したよう！…．樋囎館を調査．’r　rl・名から蹴・「⑳内燃1駈齢職二
三窄・？ための’「N民の図書館　（Nati・nai、’．1、t／．、理事二（Ofli’・igl　T・）2争寄贈家代表（F・mily一’

器羨隷欝騨1∫1∫雛瀞驚熱れ雑
　強」ツシイrほこ．夕》でBM図書館ゐ充実、・．（6）R・P・rt　fr・吻施5・琵rオC・mmittee・・z・

蝋出た努める摩わら％タ・ア続．・tt吻C磁伽吻r脚卿晦寛1

∵1∵∵轡四，づ’2嚇麹町と臨

②減えば①川町鉄男‘ u7γ卜斗・／1ニヅ冠辞鱗など灘罪業吻でいた・まし
　　チ卿蠣．に外て」慰書館三吟・号畳て刊岬などは・’多＠人にと・・撮構
　．．（19S6）1PP・r實47．』＠簾治良左衛由「「ア．、・t、一の薄い存在であっ牟q）・隅書館の入餌許可tt

．シ・ヲ・1パ㌣憂飯一近代瞳蝕齢蜘、証発行辮1810午でわずか112人（2’・　’Qべ

♂幣讐」三冠忌みデ1嶺響蕪瀬頭謂1・．
．『 �pたg餌・9・nゆ・・乃4．娩・Of　Sir■・．織だ樋刊Pto．収集頓昂’賄回れて

，・4吻碗y｛：α借着1ζ9μ2．V・1・・　・1．880・』　、いなか・つたし・》ヒ級職員砂胆堂は聖職者／．e

．②剛6r・．E・P吻かゆ吻瞬‘漉．医者・蝉上鎌ねて噂上ζ・者齢化も

繍欝欝珍論詰1ξ㌢無品書画的御中
∵照叢濃謙灘…霧離離壽暴騰縞鼠∫
⑤「当時の・Mは、館長（，、i。。、，，1．L、、，a，i／。n）　の灘魏ま一挙に騨聯弾珊と恥

、琳無品局長（Secre・a・y）’以S，．刊本部　た・4貫28年の繍の開寧と瓢その臨

・淋部（b・P・：　’lof　MSS）など融ζ・譲tt・㌧‘嗣鰹嫡．と（5’・・購和三三・’830±

二ζKeep・i）飾長（A・’・・il’・・nt－Keep6・）細F興は181Q年め約15倍i・755人物1入鮒所

1長鯉（A・s．・・t・t4・〉補驚くAtt・nd・n・）そ、』』』』証をもち⑱・鰍数は3112QO人尽した（3）ci”
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し1ようやくBMに対す瑚『が謬ろう　、，ト・り脈の政治家が・まさにごρ研の．・

としている時であった・　　　．　驚的功利二者であ’1・たく9）・’、パニ・ッ・

tし々・し・その関心の高まりは・BMの施　l　tと親交をもち・tかれのBM入りを推整ん》

設・内容が改善の方向に挙っ1たとい’う理由　　たブルうムは）’その申でも最も急進的な1．

からだけではない。むしろ，』 謔闊齡ﾊ的，，　　入であ与たが，，それ故にゆえつて，次第に

より社会鵬難がB晦給むさまざま’　・丁丁市母も・・奉・ッ裡柳繍・な・

儲制度に対する轄閉れて唾力・ら　1（ゆく（10㌔’げれにせよ・32’年の選挙洗

であるd局時代のフランネめ批評家，Fクヴ　　’改正・35年の都市自治法（Municipal　Cρr一，

・ル（A・d・T9・q・・vi11・Mま・30年代イギ・，P9「4‘io・・Art）．を初め漣の法改革がかれE

墜吋会をみて・「妨ゆる階層に変革　ゆ鱒φ†に行なわれて行く・特に選挙

の精神が拡がっている。それは現状に対す　，　法改正と都市自治法ほど1「過去ζの辛々P

る不満と過去に対する嫌悪の精神である。，　　い絶縁ゴG1）を示したものはなかった。，

良いも嘩保持することよりも・二時も　，．功利蟻者たち嘱醜適騨果のあ

のを正そうどすることに熱中してい為」（6）　　　る政治1経済の牙野に止まらなかった。’ブ

と指摘したが，早晩，層BMにこの改革の順　」ルゥムは，産業革命によってその数をまし

番がまわっ：てくることは明白であった。，』一　∫五七働者，特に熟線労働者教育にも夫きな

　トクヴィルのいう乏の時期の改革の精神’　　関心を払っ、ていた。ユ825年かれは「有益知
　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
と億具体的に何を指すめであろうか。それ1，　．識普及協会」（Soei6ty　for、　the’「di伽藍ion　Qf

㌔吻利主卸騰舳蟻の騰であっ∫u・ef・l　k・・Wl・d・・）を結成する（12’・ブ・レ・

た・心サム．（J・・err｝y　B…h・m）・・ル仏らにとつで．「有益二二」と・は，生齢

（即r・Mill）などの功利蟻の理謙・　’・よ按価に・ゆ効果的に；よ’り速く行な

産業革命ゐ進行によbて数を増した産業資　　一うための知識でありiそれは取りも直さず

本㍗ブルらウジ・による舳主義の理㌶功利議磁治学・繍学・鯉を共有す
．念に照応しつつ・・さまざ輯変化を受瞳・「る、ものであった・こ噸鞭乱して行く

がら・19世紀2P年代から16・年K．…わたつ、［ ﾟぽ・駅は将来…操っ磁治的・経
でイギリズの政治・経済・社会・文化に　　　済的な混乱に陥ることはありえないと考え

木きな影響を与えること．になる。ダイシイ　　　tcfi3）。こ9C）世界観は，機械と交通機関の

！こよれば，・30年こう，功利主義はすでに　　発達特に1825年の鉄導開通を契機≒して．

　「あまねく広まって」Vたのである（7）。そ　』　一層促進された産業革命と機械文明のなか

して功利主義の強味は，それがイギリ’ス人　　　に、社会の進歩を信じ：たのである「14）。

の鞭的警告や感1青・樋吟う「常識甚’1嗣・殉議員で歴嫁のti・・ウリa‡，

でもあったとい！こ・である・そ即綿　そのr英国史』帥宅・「自然に対する獄

丁の改革や改良巻求めても，社会組織の基　　　の絶えざる進歩と人々の努力が，国民を繁

：盤を採ρ動かすものとはなら㌃かった（8）。．　．栄させるのに作用しでいる。二歩ほ19世紀

この思想を体現し，指導した政治家たち，　　に加速度的に進んでいる。……大陸のあら

うッ幽セル（J．Russe11），ブルゥ．ム，マtiウリ　　　ゆる部分が流血と荒廃の戦争の舞台であろ

　　　　　　　　　キ（T・B・Macaul・y）らの材ッ獅の聯家1．，塒4の国には相敵す野面はみられな』

ピィル（R．Pee1），ヵニング（G．Capning）らf”．かった」（15）という、。’こうし牟進歩の冠註

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍉　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、　　　　　　　　　　　　．　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一23一



　に：貫かれた『英国史』第1，2忌めぼう大な

　歴史書が；1848年から49年拒かけて，約’

　22，000部庵寄れたということは，43年のデ

’イケンズの「rクリスマス・カのレ』1年間

　の販売数が15・000部で南つたζとと・比較す

．るtsxらぽ（16）・・当時の「般的思潮がいかに

瞠識どし⑱功利蟻」歓机て瞬、
　かをよく物語っ℃いる。幽

　　こうした科学と技術の進歩に対する四三ロ：

　は，1851年の’Pンドン属国博覧会となっ

て・ひと一？の頂点を形成する。錐とガラズ・

　で構築ざれ準水晶宮に殺到した見物客の数：

、は1目に約10万人・会；期中’600万人に達し』

た（1マ）．。ζ4『時＃ンドンの人口は約250万人

だっ牟（1肱48年にすでに全長約5，000マイ

・セ湿し磁道⑲がこ三崩旨にしtF・

＃衆噸融く灘μ・ど幣的であ・たtt，
　という（17㌔1S4S年に大陸に続発した革命’

！昭ギリメには起こらなか6た・方国博は

一さ継款鰍で乾煎リアr，／』・イγグ．

ランド（Victorian　England）の象徴的な出1

来事であった。層

　ナギヒオン戦争の締結）b，・・ら60年越に至るい

イギリ界面まさに「改革の時代」（30）「改tt、

　．良の時代」『1）で回った。、　　　　　　　　　、

　　もちろん，この時代には経済的繁栄と実

用科学の分配に与かりえない多くの貧困な．

　未熟練労働者の一國のあったことは事実と

　』して存在する6、しかし，かれら自身の要求

　も，かれらに対する同情と激済の声も未だ

　世論を形成するに至っていなか’つたg社会

　は自らの内に抱くさまざまな矛盾之十分気

　付いていなかった。芸術や文学の世界はP

　マシティシズムの最盛期を迎え，宗教界に

　はオクスファド運動（O琴ford　M：ovement）、

　が進行し旧いたが」それはまさにこうした

　社会恩潮に対する裏返しの面だったのであl

　　　　　　　　　　　　　　t　る。　　　　tt1

　　では，、こうしたBMの外の文化状況と，

　・BM図書館との接点は何であったろう。30

　年代のBM閲覧室の扉の中を少し黒い七み・

　るこζにpタう。’dこtlζぴとりの統計があ

、う・．1835年胡1日から5月31日に至る3・

　丸月間の出納図書の実態である・（22）・’との、

　統計のみをもって速断するのは危険である　F

s・がs科学分野のもの炉亭号的に多い。この「

　ころ・、多く¢）科学者の間には，BM図書餌『

灘あ頒晦嘩成を験する声が離、

1’

@出納閲覧図詰り実態統計

‡83S年3月1日㌻1835年5月31日　’（除。備付ヒファレンネボズック）
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　　’1

　　　？て・・たし（23）・47年鋤ヒは多数の指導

　　　的科学者力道相に陳1青書を送り，BMの運

　　　・営に関する÷大証を行出た（24），当時．

　　　邸M鴎餓こかな．りの科学者の＄・J用醐

　　　’り，その関心はかなりの行動力をも・つて示．

　　　＊れてい海いうこ．とができ．まう．このこ

　　　．と篤時代の風潮が科学者の地位’と役割を．

　　　』・押し上げていた、こel　．i照応しi　’v・る。・・，、

　　　　しかし・：科学書論皐Mで競も多く読まれtt

　　　ている事実はJ　・・必ずレも科学者自身の利用㌧

　　　1ζなるとは限らない。BM閲覧室あ常連で『

　　　評論家・，歴史寒のカナライル　（Thom『s・

　　　lCarlYle）は証言す為。　〔閲覧室の利用者

　　　嫡さまざまですがジ多ぐの綿密な知識を伴．‘

　　　勧研黙思ってい軸嚇多数でex・il・　’・

　　　りません。多くの閲覧者が…三親を読むた，

　　　・めに来館しており糞す。全体として，大部．．

．　　分は編纂と抜粋を行なうことを目的として

　　　居ります。ζれ鵜、かれらが首記事典や雑

　　　誌，伝詞事典その侮の編纂物の記事にナる

　　　働のも嘩思われます」f25）・帰を読む國．

　　　者が：多産・｝！l’ことは・ぐ二・ヅ・た幽て

　　　否定されるし『6），先の調査結集に瞭らし’

　　　ても誇張であ．ることは明ら．かであ一る。』むし1’

　　　う小説を読む者参目立つほど）・カミたい内容／／

　　　g）図書寮利用されていたということであろ、

　　　う，6’しかし混物械韻的とする者が多・

　　　呼堕の嘩う・ぐうrζ潜う1・．

　　　　ズ・吟ムめ「鱗知灘及融」の晦．Pl
　　　物を引受け七野た出版業者チャアルメ・デ

　　　イト（Ch・・lr・K・i騨）の＄nt・tl・なるT：臓

　　　百科』・（PepPy℃yρlopaedia）・とい、うiJ）百科

　　　：事典があっだ。これは実用知識を普及する’．

　　、たやに1．3，3年目｝ら44年にμけ℃29分冊で出t　ttt

　　　版さ馬、「』当初は7Ss　OOO部を番う「たべス』ト，・1’．，

　　　セラアズの一つであった（27？。．当時の大人

　　　ρ諦機能力詠靭％好で5・％⑱．．
　　　．に止まρで・だピとを考えれば，・これは大1．一

〒二25．一．

変贈醸軸・・賢たこb・tleなる6こう1－

確実鰭幽く読熱たことも謡こ、
・嚇代鰍会蒲融吻謳てい’るが，1

　その綿纂の題材9そゼ編者のナイト自身が

　語っ・ているキう．に，〆BM図書館り図書からL

引出し＃、も、味9であ？た（29）・しかも・『． ﾄ
め柳瀬典が蜘断1用四三・した以∫・

　上，科学や伝記ものが主な項目を占めたで

あう．5i（30）・そレrこのようなBM図論

膿轟贈・野噸
　　し、ずれtltせよ，先の図書利用状況調査に．

　現われた科学書の利用状況の多さはe．確が

撃窒a剛破化状脚な騨・囎1
　していた⑱である、し，奪たそφよう，に利用

　されるζ‘とが多かったと言うごとができよ．

　う（31ゴ6、

　　してみ幽閉，1830年代のBM図書館悔改’．9／／

　革の波が押し寄母てく．るのは，単に順番が11

’gわ？て離というだゆことではあるま

　いゲむ『しろダBM図書館を蒔代め要求に適

　応化させていとうとする，より積極的な動

　機にようたφで巌ある一まいかd

　　注＿、t．　／t．』　tt．　．㌧　・，〆
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れたか？たらし灯後の王立委員会での三二

・ヅッィ証言もこρ調査、に基ずいている（R6y一・

．alC・甲血俳4928）。　　．1．

Miller，　op．　，citL，　p．　109．．　’，　’
C・ C

　Esdaile，　BJM．　p．　113．，’・

　琴oyal　Cgmm5皿・4毎96・’　　∫tt

　Royal’　Comm．　q．．93781　・’　．

Altick，，　op．’cit．，．　p．　390．1－

　1『40年の結婚登録華甲可能者を対象とする、

全国欄査・1ｩ…170・』tt　　、
　Knight，C．．Passage　of　a　’zvorking　’lifeL　．

　　citl’　in　Altick，’Qp．’cit．，，ip．’・272．　．

　　　Cf・∫．E・・r吻磁・B・i…i・ica．　．・947…

　　Vo11　8．．　・p．　431，　，

　’　 　’・　．　”

　　．杢ちうん，「づ二　yツ柔が指摘するよう’！こ，澗．

　　幣実数の多．くは・‘学術確を目白勺と鍋学

　　摩ったであろうくR・yal・C・…q・魂98）・・

　　ごdで指摘したいのは；』4．PtまでiQ図書館に・

　．噛1なかった新しい利用傾向が見出されるように

　　舛というFζ曝・』∫、

紛郷樺欄か、、
　　脚r畑て初め系鯨かつ騰麟
関心が向けられたのは，1835年5月から姶’

　まつだrBMの現状管理・諸問題に関する

下陣特別委員会（＄ele6t（⊇on士mi重tee　gn七he．

C・・diti叫M・n・g・tn・4t．・尊d　A髄串・f・

・h・聴・irh晦rqm以下；糊U委員会〉」．・

神咋であった・ゆ委飴の耀・…
鋤務成績不良を理由として解雇されたBM、

．稿本部（D・p…of・MSS）の騨三三ラ・

・ドがダホゥで（B．H：awes）’なる下院議員に

・提訴したことに端を発tぐた（．1）。’しかし三三「

会にミラァ．ド問題を審議する．どこ6・か，季

員会の名称そのものが示すようにJ／．，もつぱ

、らBM全体の諸問題を調査することになつ

「た。こQ委員今は＄5年中に十三斥調査をし

、斌いまま・翠年端御燗碑るr・と，



ノ

　　になる。委員会の関心は，全体として，博、　何度も繰返され，．・34年時点で，当初め7冊

L　物部（Depts．　of　Natural　’History）に向け　　　は23冊に友んでいた。各記入ごとに手書ス’

　　られ，函書館に対するものは必ずしも十分「　リップを作成し7これを冊子に貼付する方

　　ではなかったが（2），それでもな嚢，図書館　　　法力1とられるのはi．849年以降である。

　　の機能，特にその蔵書目録について活発な　　　’ヒう’した印刷・手書渥在の目録は・閲覧室

　　審議が行なわれたのである。　　　　　　　と事務室に1セ、ツ1画面r）置かれていたが・

零幽ラr〔ドの提訴瞬けて立ち・棚旺頚一手翻分が織する上に・誤りカミ多く∴特

　　会の設置に持ちこんだホウズ議員に，3？年　　　に閲覧室のものは過酷な利用によちて使用

　　の第1次選挙法改正による新設選挙区から　　　・の陳界に達し，、ζれに対する利用者の不満1

　　初口乱無暗員で・，．ホイ、ッグよりさ．ら’も轍レていだ・この間・1824年の醇会．

　　に進歩的な急進派所属の石鹸製造業者であ　　　決定に基ずいズ∫書誌学者ホルv一（T・H・．

　　’つた（3・。．その意味で選挙法改雨後の新興中　　　Horpe）らを中心に・翁類目録作成の作業が’

　　産階級の政界進出の未だ装劣ない典型のひ　　　続けられていた。この分類目録作業が遅々

　　とりであり（4），その革新的意気は大衆的な’　　として進まぬうちに，新収図言の増加，特’

　　人気を博していたという。ミラァドが自分’　　にジ互オジ三世のコレクシ・ンを受入れた

　　の解雇問題を持ち込んだり，労働者階級出・、　ζとによって（P・22右参照）・’一L・方で継

　　身の一ドワ9ア1ド・干ド・〆（EdW・・d：楽して行雨れ◎る玉代瞼め繍
　　Edwards）が詳細なBM改革案を当ホゥズ　　　は」事実上不可能ζなった。34年5月り理

　　に送付し・5・，1エドワァズ自身が特別委員会・　　事会1ち畜類目録作成の作業を中止し・．新・

　　の緯の1人・爆題する道を開く叫・　た姥都畷の作成を齪し面分無
　　当時の政界と一般民衆ンヴェルの世論との’　　録作成のために準備されていたスリヅプば・∫

　　具体的な関係を典型的に示している。　　　　　新目録に転用されるζとになった（7）。新署

　　　そ』して・，こうした挑戦げ出・レの期都瞬の牒がパニ・ツ・らを中らに阻

　　待をになうホウズ議員こそ，’分類目録に関．　　始された。　　　ピ

　　する謹撮も軸筋たのである・　　下院特房凝立館纐瞬中止の決幾
　　　瓢この頃のB吻刊本轄購鰍　の未だほ・ぼりめぎあな・1うちに開かれる・

　　．態嫡どう矯あったろうカtS（6）・BM所麟刊本1　　、ζとになる・、特別委員会で目録問題が幽き

　　の蔵書目録としては，、1787年刊行のアルフ．　　く取上げられるのは当然の成行であっだ。’

　　アベット排列目録（alphabetiρal　catalogue　　　ホウズ委員は，図書館の問題で喚問され

　　以下，「著者名目録」とする），パニッツィ　　・る1人1人の証人に対して，’BMが分類目

　L入館当時の館長エリス，刊本部長バ，アバァ　　’録と著者名目録の何れをと．るべきかについし

　　の編によP　1串13年かち1819年にかけで刊行，　　て執拗セと質問を重ねる6その質問は牙血目

　　された珊瘍クタ撒著都瞬があら　en・…とρて有利面白を引出kう一とする意
　　た。目録刊行後に受入の図書は，後者の且　　　図炉明らかだ。、これに対して，？cとえば外

　　録に白紙を挿入（interleaf）し，この上に手　　　一科医のサウス証人は・科学者として・1二般

　　書による目録記入が行なわれた。そのた　　　研究者としで’分類目録が著者名目録より

　　め1印刷され牽ペイジと手書によるペイジ．　　便利である∫と容え（8）・弁護士々シゥは・著

　　‘が混在し，時と共に膨張して翁冊と製本炉　　　者名目録は検診に労力と時間を要するから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一　27　：一’



噸で娩分四三こそ郷警湘、回りますが，．化学の珊の髄醗展でひ
録で・フランスをはPあ外国では当然のこ　』tt．どっの目録が完成ナるや，直ちに新昌録之

　と．だと答える（9）。刊本部長バァパァに舛すtt　着手せねばなりません。分類目録を口にす

るホウ麟員噸問藻類瞬の有利醜．『る人で，鶏に纐瞼を恥曝と・幅
、引出そう．礁る余り二者の問噂し輪’．．＿tる大は応のです．かれらゐ・潤るのは、

争蝦開する（’e）・一L／、・tt　．t「，　実はその晦外転の翻索引ゆです」．。．

’ドァバ・は・分類瞼は蹴上は望まし　誠「腰なρは著考名縢・付せられ「

いゆ飾っても・騨晶晶隙1著一、る醐な纏索引：1・ub」ec・i・d・x）で劾

都瞼をよ賄用嘗て聯と獣る・．・ます」・・5・塔える．これは件名索写［謝
’「

rの図書棚褐入は織潮査を目∫’即躇詳論糊し購想でもあった。
1的としております・かれらぽ自分が欲する・・　，「ンミラバァ部長やパニジ》イが農聾した主

ものが何であ6かを知って震り，それより・tt，張は，首尾一貫した著者名月画論であっ

先が知た暢合ゆ絢・1とるで劾まtttt・た。．・t・・る鉱．・・二。ツ、備査の繍。j

しゅ方齢・かれらが諦でレ・る著者が　み湿り無価の大渡館a・Ol・とん甑．

引用、し｛いる参考文献に当たるごどであり　，　印刷された著者名目録を持つぜいなかっ

ます（’1・’」・，翠・「大図書鰹お・・て分穎、・』tg．　BM鴎鰍は，すでに・787年と18、9

目録を作澄するこ．と，は大変なことでありま　　　年刊行の印刷された薯者名目録があった。’

、して・パテギジィなど嫉これに参加するに　　　dの相違のゆえんは問わないにしても，B

足る粉礁加も・っで・・まし鳥，’なお・Mに唖曙都瞼の伝細・あった．パ
誤ちを犯さずに，これを行なうことは不再　　、＼アS”アや）Ra．ッッィらの主張は’）この伝統　　’

鰹黙す」1て粋蛛す’69’　N・．ttの鑑吐に文ち過劫瞼の郊危を克
　パ靭ツ・は神ンレ・委員の諸外国の．服しπ，灼正確・完全嫡瞼を自t旨し

眼の現状に関す礁問謡えて迂瞬・て：嘆の曲る。分繍録耀駒隙．睡
！こ関鍋ご鮪こも瞬海綿につ・・1、ま’しいぬ考えられながらも．，実践の晦

てなされる繭のうちで鯉要のものであ、．t，　L　’tはジ予囎鴻不完全・不正石崔きの

ります」と煎置蔓た上で・前年の外国出張・　』故セζ否定され海鳥ならなかうた。

糖の結果曝ずいて（1ぺ「ケ般に・図書　一方，纐瞼姓嵐た働、ゴうであ
館が何塗所蔵しているかを知るために著者、　、つたか。分類目録を主張する側の例として

驚響潔替諺驚砦’寵建議議長磐鋤
’ところは野州ずかで劾ます・・・・…∵’ D学都はない．かれらぽ必ずしもその諭
『リ野立〔働国立〕無漏の磯醜目’書翰を利用するとは限らない，現酬科

録堵都駕融麗ん・そして・外国　，医助ス噛臆講万般級んだと、1う
の図書館Q著者名：分類いずれの，目録も不・．．し・・6・，弁護士マシゥは英国史の図書を盛ん

国難思置弊之画「纐目録を一’に利胤たらしい・・7？．カ、紛に、っての，

作繭ことなど祠鱗であり「ましr・一・　iBMの利肌、おそらく研鷲ゐ輪うで

職上のとζであります1・・∴群めみ¢’あろ漕誌鱒膳の彌鷲闘魂とす・、．

珊噸r無封は49～5弊過しで磯咽書ゐ利用だ・縦はt・力絢・
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づ・より卿搬と塵の講鰯究あ弓て解脚た6kの第治り．夢記録融ζ・
る回田珊での記者妓て咽腋．罷むr完全・正窓口三三fU行を迅・
あった・．靴外科医サvkの証言が示すよttt速に無うヒ・と」と齢した・2b・。．晦が

うに∴当時tt科学技術の翁速な逢歩は・す．tt．・．分類か著者名々・いずれで南るかば明確にざ

顕に科学書の著者性を著しく失わせ・．著者・・れなか・つfe　g，こみビと．は目録の種類如’何を

名曲によ礁画廊にして臨めカ・、も　問わ町その剛刊極三二・れ総な魔．

勲ない・群書の稠が断秀特’・　1　，・vN，kTA委購醐の＋鋤マかζ醜

聯による』も確保用晦瞭．「・強く晦づけb、硬斌・．ttt．．・．　1・…t

：型羅畿鑑識∵は実1∫．1』ガ弓沼1ヨ1
　　ζ紡のことは・必ずレ縛門研究を目．、「（・！‘M・ll・rφ』c・…　．pi・・21

的・Pな噺．しい脚B咽用者の多く・（2）Fr叫9・・、　ci・…　V・1：・；・P・’1・5．，・・’？・5：’
A

鵬呈禦驚1：惣門・．〉耀灘鑛聯帯．
　・1分類自録に郵着した奉ウ∫ズ議員ぼ，1戸レ　tt・，構町よ個々の新旧交代を除け嫉大ぎ基底

、舗覇灘饗獣獄岱諜…『窩呈鱗卵綴潔繰黎翫

．に・かれの恥街腸曲げ・噸移’11（・）．以下ゐ．．B・MI”の目録醐する購・っ匠、

く，の徳目願成謬入っ徳で喚ρで、：．．ほ∴E蜘，，B．M，　P．・・ff．，・R。yti1・C。rbm’．　’

駒1『う．。カ〕れ曝ぞの意見．O代弁者に瞬ぎ塗　　・t’，　・Rep’・rt’、pp．14－i5，．，Miller，　Qp．　cit．，、’p．　108，

か・．たと彫樋・，』■，1

A「 E．．■1』』β聯漁灘’β卿・・αゆ⑳げ

に議齢濃艶騰．層「舗卿轡「聯聯’等を［
億の・勧の翻にわた。て世謙形成し’■’〔・レテの縮・室る・まで・；理事会剛委三会

．ていたことに摩る．βM薗書館当事者，特、・t、11：とバアづて・・∫胆ラツ，・・間i／c・新目録作成の

’来馳． Iで・「謙」訓導やのナr・ゼ（・｝、＄・lec・　．c・mml・813．6．　qq．・・62，・・i6・：．

平．≒ナ～レ●’烈ブ刀・」「「であり・；．「識♂1（・　』ib・d．｝・qq．・9S・＝9・．、、、、

的な利用輯1的とする公姻書館・aま原理・．tt’・1（1・）lb・a．，，．，．・1・・ff．’

．1螺にして4いたの，であ為rgP・・．・「．「・・．・・（・・1）lb・d．，　dl　454・一，・，i・

1835～36年り下院特別委員会は，β6年7．！』 轣i1・）・‘lbid・・、q∴鰯

脚岬より隣獅㌦ご『轡轡陸各議論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’



，（14）

：〈15）

’i（16）

）（17）

血8｝

・（19）

・囲．

書館の実態報告書は，　Select　Cothm．，1836，，

’APP・6．特に各館の目録については，　Ibid．，

pp；　546－547・

　Ibid．，　qq．　4832－36．’

Ibid．，　qq．　4855－58．

D．N．B．，　VoL　’53．　p．　275．

Sele¢t　Comm．　1836，　q’．　，3．381．

D．N．B．，Vol．　25，　p“　187．

Select　Comm．　1836，　q．　4794．

Ibid．，　R6port，　p．　iv，

　　4　著者名目録の刊行と中止

　　BM理事会はジ著者名目録の印刷刊行を，

迅速に行なうことを毒した・Pかしその

　任を担うなずあ当のづニジツィ嫁，著者名・

　目録の必要は力説しでも，それが印刷され

　るごとについて，積極的な意見を述べた乙．

とは酔ったL・・かれ嘩想・脳・ψ

　嫡常に母新の状聾を維持しうみ手書目縁　1

　．とジ『れを補足す為件名索引であっ準（1）。」’

　　・艇「ッツざの刊本部長就任によらて，理

　事今とパニヅジィの閲には；目録印刷に当，

　って1ゐ基本的な方法上の問題をめぐって，

齢と反発の南砂応酬緬ヨ・纏って．，
　行なわれるごとになった。合意がえられぬ　t’／

　まま，理事会はついに，38年7：月13日の決！

、定をもうて・パゴッヅでを中心に作られた

　91ガ条目録緯則を採択すると共に「1838年

・末現在の図書館三民刊本の購が1844年12

　月31日までに印刷完成きれるべぎこと」’（2）

　を命じた（本稿丁資料・手」参照）。パニッ

　ッィ．にとって，この命令を履行することは

’1纏的な祠馨飾潔し捗旧領．・
　履行されおば一なちない。、

　　こうしてダ卿観．41年唄・よ5や：∫

　く賄されたρ隅つた・しカ・し湯口刷ρ巴

騨抽てパと・㍗岬些斌う1．’

　　　　　　　　　　　　　　．，　，　，　．．．一　30・一一

　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　な多くの誤りが明らかにな6ていた。また

　第1巻に記載すべきものが後から出てくる

　ことも多かった（3）。かれにとって，’とのま

　重後続の巻を帥刷・に付することぽ許されな

　かった。、　　　．　　．　　〆

、　心事会々ミ命じた期限の！844年を通ぎて

　も，全巻はおうか，第2巻も出なかった。、

　　この間，理事会はパニレツィに対して，

　再三の督促と事態の報告を求、める。本稿，

　　「資料・2　’一　3」が，こ’れに対するパニ，ッ

　・ツィの回答である。’tれらの回答のなか

　で，かれは年来の主張を繰返し強調するば

纂離1欝欝躍譜
　刷準備が完丁するまでは行なわれるべきで

　ない，というととにつきる。正確で；完全

　な内容を期する以上，早さは犠牲にされね

　ばならない。　’

　　では，．理事会め命ずる方法では何故，不

　完全，不正確が生ず’るのであろうカ、もそれ

　は，第1に，1タイトルの採集が書架ごとに

　（shelf．by．shelf）片っ端から実物に当りなが

　ら行なわれないこと（4）；｛第2、に，多数の相，

　互参照（cross　refer6nce）の必要にもふかわ

　らず，部分を先に印刷してしまえば，、後か

　ら出てくる参照を記入しえないからであ幽っ

　たgこう．した決定的欠陥を克脹する方法

　は，原稿それ自体の完成を待って印刷に付

　する方法しかなかったのである。

　　すでにβMの外！こはジ印刷の遅れを非難一t

　する声が高まるている。その責任は，パニ

　ッジィひどりに降りかかってきている。か『

　Pt．は理事会に対してJ’、この非難が不当で7”

　誤解に基ずいていることを弁護するよう要

　請する（「資料・、3」）。しかし事態ぽ変ら

　ない・’理事会の命じ欄限を3年輝過して

　も・第2巻構出ない。理事会の焦燥嫡大きい・：

　　残念ながら，われわれは当時の環事会



　　や，目録問魑を担当した理事会の小委員会．　月に運挙権の拡大を求めるチ　v’アティスト

J〈sub－comm’ttee）の内部の空気四三知1．、の姻舗願行準が行詰継うと碗
　　う野臥をも醜い・5！。’しヵ1し，この倭、．時BM襲撃の噂が拡がちた・．・襲撃に鰍・

　／員会に参加した館長エリスの影響は非常に　　．・・て，BMにはドリゲイドが築かれ」小銃や

　　大ぎカ1・たと・・．う（6）・エリス』ζそ・バ・8’－投石用の石が臆された・これセ禅なる杞

　　、アと共に1819年刊g蔵書著者名目録を弾じ　　　憂iに終りジ10日の大請願は平穏のうちに解’

　　た本人であった。エリスは・ヒめ旧目録編　．1散したが（11）！一『のような噂がもっと＄ら・

　　纂の際に選んだ方法以夘こ，迅速に印刷がr・　しく広がったこと自体すなわち，BMが、

　　出来る方法は勧拷えていた（71・チリス　労瀦の翻の攻撃の対象と妙うる可fi旨
　　、にとって，〉ミニッツ揮）主蒙ナる方法は全　　　・性があったということは，・B血が一般民衆

　x’く受け容酬い．その意麟∴晦のEP」iillJ／t　tから新しい非難を浴びてし・郊とを如実

　　をめぐる群瑠律聴壁間の激し峰　に物語る』ものであっtc・tt

　』甑宰は・躰部長櫛長の間の争いでt’tさてのMの外で麟されるさまざ訟

　　』あ・．た・算浬即興脚オ・シ／、t　t動きに対し・BMはも聴目録め印刷阻
　　マル（Fo『sha11）は，理事会の決定をパニ動　　・t題について何らかの決断を迫られていた。

　　撃・に正しく伝えていなか・た（8）・棉本部ttt　rパニッツ飛また；　za・1］ス館長に対して・

　　景アツデン．（Madden）と’・　）刊本部長とρ確幽　B］Vにおける目録はいかにあるドきかとい、

　・執畔噸脚なっていた（9い二・．・・　一・t・’う恥基本的神舞提示する蛭つでい

・　の立場はまったく孤立状態にあったといわ「　・・た。顕ニラツィ：はいう。．「「手書による憎い

　　、ざる舷ない・世論も甑か舜支持しt．’・騰膿…のか・印rellによ・る堂塔録が良

　　なかった。”　、　　　　　　　、「いの魁私には疑問はtg　v．〉と存じます。悪

　　　目録刊行め遅れと，館内幹蔀間の確執は「　　い目録は印刷されるべきではありません6

　　多㊥人をして，’BMに対す凝離抱ヵ・tttそ解櫛され撚されるほど・害歓に

　　！旨いた（？O’・’　XE力を胤らっある科学、　L’たします」（12）・そして・「鰭あるナシ・

　堺にとつ』て・　B．Mは旧態・無能であっko，’・ナル’ライブ7リ・神岡がいかなる柳

　　∫下畑学振興協会（B・i・i・h・Ass・・i・・1・nf・・ttである越かを理解して・や人にと・て・・

　　’the’　Ad∀ancement　of　Sciencg）その他の科　　，刊行されるや嘲笑≒軽蔑の的となるような

　　瀦瞬は・47年3月哨協て嚇1諮tt目無を理事会が解べき力否かを問い
　　で，BM理事会に科学者の参加．を’要求す　　　直し（13），　エリスが編纂した旧目録の過誤

　　、る。下院でe＊・　・　BMtzcついて内閣が何らかt　t』を余すζころ輝く指摘レて・館畢ρ反省を

　　の調査を行なうことを要撃ずる。古代学者　　促したq4）。

　　ニコラス（N．H：．Nicolas）とパテッツィの間”　　エリズは，パ三ッツィの主張をついに認・

　　！こは激しい論戦が犀開されている．　．　　層　めたのであろうか．47年11月27日の理事会

　　　世論は砿や・’BM全体預けられていtt小委員鵠一∫刊本部賭理下の刊本のモ

　　た。こうした中で，内閣嫡ついに，1847年　　　争牟？寧全な目録の編纂を，．最も迅速に，．

　　6月，、BMに対する王立謁査委員会（後出）　　’手書によつて行なう、ととをパ昌ッツそ氏に

　　の委員を任命した。　　　・　　1　　　、　　　命ずう。．．・　1，・…1839年承認ゐ規則〔91ヵ条規．

t一なお・翌48年のごと嘱するカ1’・・，48年4・．．即〕唾ずき湊二・肺門ととつ撮も

　　　　　　　　．，　’　，　，　，　一一　31　一
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　　　再確な◎とみなされる方脚『声り行なわれ．　・一組回した6．容三砂才の方法はヂ全過径を指1

　　　るご．t　」．膀点引回）1！5）ζの’深議を採．、∫揮賦す四四を・名設けて，不統i：を防・

　　　汎’2週間後漣事会融はこ紐承認じ．・・rどう・ttするとξを財旨幡

　　　、た設れ睡事会にと・て・．謝；患・・9っ・、（8）・．R・y・1ρ・蜘⇔d12953－2983韓解離・

　　　た政策の転換であったbそ航は同時に，・ミ・’「・（9）tt　t．￥ille「1『：oP「6it”P”172’

　　　庖ツ1・、轍の蟻の脚であっ・た沙ぐ⑩斑φrM外部卿に？・・てぽ・Mi・！l…　；

螺鷺難1犠聡1呵誰：蹴臨岬一

　　　甲）・II圃・「P・143・当Pt9の命領二会勢1、・⑳1馬，。16ご面A6函．35i，．、，、、．’、。’．M、il

　ノ’　　局長うすオシヤ1ヒによ、って内容が命令通馬『．・　　　1e士，。P．　dt．、一P．・146，・

　　　　1即滅1？た6．とめこ班ヰ委員会で』・・∫．1・）1晦・1　C6fr　m，・．App，…p・　446．。・・ln　．Mill「

　　　　二認沓諜無縫感触囁∫∫1∫糎叫47・1－r＞一．二・

　　　　．・・叫鈴嚇た畔につ…て・畑a・』．、

　　　脚臨γ喰謡麟ll憲「胴飾中瀬味『r・

．．

叙ﾙ鱗繍難嘗解．＼・轟窒網嚢蹄灘欝1
　　　　　’91　・二物鋤こづu・・琳渚ρ・訳文些∫・・、．「tt・n中e』C…ti…i・n・a・d1G・v・t・m・顧・・

　　　　セr滴藤四郎虚言己三三早た月録嗣、．th・BM）は・同年7月力・ら49年6購での

　　　　・1噸」’『縞鯛㍗7≒勢号ll・・「t．一・tt・駄傘入数51名・質問騰・・，933瞳行・

・識鷹難嬉齢・17轟灘騨柵ζP魚
識欝驚囎轡㌍∵‘瀞察指毫櫻潔；差齢

　　．・17）lllb’d．…・⑳厭クタ脚録は：・、出ウズ・』剛さ泌べきである・∫・一1一・∵とう1した目録
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に上京確町βMで騨でき．冠詞をあ一1略を窪窪報じた6．、
らかじめ確認し窪くこどができる・BM，　報告書はジ印刷目録をめぐる理事会とパ噂

における印刷瞬φ欠如撮大の弊害であ．二・ヅ・の間呼いを実に鮮か、に裁飛し

．るQ’一精密さを云・するよbも，酵目・泥・、［当委員会岬黙劇の中興賭的

・録そ蝿⑳・存在することが大事である」．・　，．観鮪するこζを軒割飾く・理齢t．

と（『㌔’BM關貸室常連の漸エイク貞ぜア学’ A場下㊧通り・贈主のいかんを問わず・何ら

者で，当王立委員会の事務局長コIJア　，、かρ新目録を促進し完成させる過程で不満

（C・Ili・・）、証人は・1「腰なの’e・　，簡灘レ、が諏陣堺睾して曜滞の駆断

て励やすい聯璃る。’私の方法に詠、く’は遅解く（原：交イタリック）印引馬

ば，i時間に25～30タイ下ルの月録をとる　・『の要請を満牟さ序炉たbt？に・1そめ行卸を通・・

どとができる」・4・と〆・その見紐奉レー．V・’（・・ご帳近に至るまで耕緑ζと

てみせた6もちろん，外部の証人述すべでデ　・き理事会の願望に帰ぜられるも㊧と・当委

パらツ捲非難たわけでは鵡・・、γ・・員会は判断する筋騰る」（9）r・言い搬

鳶ン夫学教授で数学者ゐデ・毎ル頭ン（Au一　一・れば・．少しでも早く印刷目録を刊行した1・1

、。，・。，d。　Md，g。n）は全面的tl…二。ツー @！・・癩いと行動が・鶏・⑳・えっ剤．

，鼓持す6・5・．‘tt @　：・’／’行を遅ちぜたとv・5r’とである・’さらに検

す画・8酢批って証人に立・た逗　けて源瀧噸に印騨鈍るとy’う計
、ゾツィは）一49年5月乳りぺ9目間におたっ．　、，画が実施され・か？忍耐がなされていたな

毎言を徹った．そ櫨輩委員会嬉1．5ば・すでに命婦完成していt・・’（i’・hろ

実上の宕理を締め1＜くる圧倒的な証言であ　　　づ。……当委i員会は刊本Q目録作業Pミ・書

らた。特にゴリアが手本を示した簡易目録　　』架ごとに（島he1柚y－shelf）片っ端から行なわ

は，徹底的匠批判された（6）。長い間の闘争　　tttれや方沫にタ？て今後t，つて代られるごと

、と・鰍坐り緬に立た諏離・ミご圏臆する」　（lo’と6この裁定セ劃年来の

ジジィほ，・委員会めナベての審理が終っ庭　　ttパモ助平イの主張：そのものではないかr

あと，「書物も，読み証する・とも・．・や1、そ浦ψも鯵さず・、脚躍卸将

に覧てお擁す．ゆ測，こ咽舗と　・来が2R　＝・ッッゆ瑚叫・嘆現されて・

小生の端瞳縦6かしております」（7）、、行くごと雄味晦酬こと・て・・鴫

膜ぜざ硯斌か6た．持でる限卿惰　吻腿騨に技術の樋脚ではなカ’つ
熱と熱弁を出し尽したあとの恐ちしいまで’　噂r便利さの道をとるか・1正確さの潭をと一

の虚騰のや境であった・．引・∵一　’『　、，・∫．馬力きは∴BM函書館の将来の方向が着けち

、・85・年鯛28目醗早れ蒸立委購恐れて・・たのである6、夢解は確々・・ご・印朋・、．

の最終幸賠は溶舷ツ猪そQ政策を全　録を恥く鯉レた碑アライノレやコツア
面的tlt肯定し，勇気づけiるもρであっtCo’　　ρ愚管に杢断ちれるように，時代は実用と

翠日のタイムズ紙は「≒ρ国家三野・生き’．便利を求めていた・中綿φ瞬も隷・「、

同化が起るに違いな1・こ乏をま明ら続，’、そのような対射して考え㍗れ・鞭喫

今膿起され瀦改韓・そ卵雪行即’湘触畷が求めら舳か一？速さカミ鮪ざ

強化塗けの利益囎進噂くであろ1うこt’t纏の嚇1鑓の急戦疑セま・蘇，

と酷ずる⊥粋思置叫季員会幸千僧のtt地かr味館を弾し公共図書鯨嘩

　　　　　　　　　　　　、、　．一33’7　　・　、　t・；　一

　　　　　　　　　s，　一　　　　　　　　一　，　1　”



．湿一：
冝?W，・湯こ・1・ン、忌ご、一1鎖’

・．鄭ますで婦．・活崇動ぎ観せてド1煙・「ジ遡・パ㍉ツ》・によ．らて三図行くで

　　　溺繋懸攣離群群陛『魯・欝欝臨∴弓四・
　　’韓≧完傘卿嘩磯≒ね瞳舜・・6回∫（・1肺IC・血m卯、季・7晦・・、諭・

‘誌㌧鵬羅罪糠談畿iジ鴇：』1器漂募1㍑ン∫…ド

　　　松か轟醜喋中さ縫撫ま岬・∵r⑥騨唖9畑険離贋物．

　　　1⑳鯉3妊剰員会！・・ttカ～れ嘩轡｝㌘1⑩、土61a・．，．・R6，6ゆ・7＝i9：、．．．

　　　．「『うであ◎た6づ㌣ヅツイ判こQ法廷能弁1，・1（1ゴ容共言書館に肉する第1窪め二二特別委員

　　．』明P・’華塗略貯で酪所セF碑6∫兆1、、　・／　lt会は・84蜘嚇甑5・年かち・沸3次の．、

　　　そして砂綿ぢ類聖賢終報告略1・．．・1ジ凌員会議星野二黒鋲図書難⑳．・
一．る1と紘．’轡・巧㊧断U鰯ら衝，・t　．’t：∵1・9　Li・・a・1・副Ar・）峨蝉・年聯・

　　　、，1・1）利主義ζ料学φ進歩Pミ生々だ案解り思≒t　’t・・（1鋤：1埆11『｝’・P・・ld｝t｝ゆ：．173・

　　　騨・．餅姓難戦砺ま9rl噸咽∫．詰⑱．、lb’d・［1ア・、’170・・’．’．

．．

ﾁ鷺灘懸猫鐘．1鎖∴・こ照♂ll一∴　　，．

嬢購野離麗ゑ■∵搾螺！舞驚蓮．
　　　1％？峠岬源理嘩ずい寮’序・湯．、』，凋触を飾甑激し唯論tlg対抗すを

＼　’瞬問騨陽菰力，⑳斑腫多＠腔四四で訟錫た稿るう：拍らもま’．
　　　・業繋獣嘆るま鮪平野る乏～疾淫渇望町勢％動を燵ねば妨ガ
　　　㌣卿槌・む嘩張鱒ζ繍・o　1’・　i・”．殴ろう・・絢幣て磁治言口麹

　　　離齢ご易たと咳ρ鱗l！遼き．r・ピ．穂なゆだろケ．』繰わ瀧こ蔦衝
　　　斗れを三冬牟歴史φ先取吟で卒？勇戦浬1到「「一　やζ現実鮒な問脚と引返さ抑まならなし1。

tt’ E容，ぎで勘担あうN零；、碑図書鰹超．、ひ1今1』祝？の推論諭示虞緯た蛤’

　　翌翌嫡捌するヒ野物瞬5」王宰・％砿』、「本細胞師に”、瑠介した酎

　　・委耳輪覇轡或｛嚇穆生霊源1岬会議鯖蔵の鴫血図書郷雌春
．i．／IL：’／il，illl，／B，，”J・ilY’・，，．．’T／．．，IM・，．，llF．／1／／J，・11R－J．／／r”i’，・i？／ii・lilli・ti’liiil’lii・lfj“，’i・；i．ii・’i・’ii，i・，i，’一i”，．7iili．i．．”1／’ii・ii，iliilill］1・F／ll’3・i，1－1－ii’i）ili’1・1．il



　　’BMから正鵡出摩締そ蝿の鋤∫・砺礁・脇ジ誠と嚇機1，・あえてン
　　　：自鐸ではなく∴その本体に…　戸ッヅィに　ジ「．自肇で秘密出版しP’恐らくζ池を極あて限

　　　窒う秘密出版物が5一何者かζよって合冊さ　一、、’ら．2L　tg信頼度の高い人を対象に配布したで’

　　，派ものであう」と1・う」t・磁（’）・』ttt　tあぢうζとは・醸多識、蒔に，晦髄1

　　　　以秤ζ嘩論囎拠を列挙する・（1）s・．・・幽す碑らの主張と樋に対す破持を

　　　鱗の骸線曙名表示卵≒・ぐ‘P・ni・子t・t・求あよう・ど確醐・他な’ら・なし・。『しか

　　‘オs「血・m6i・・n・lib・・’・ゴB・軸M坤m’二もそり鱒細々嗣i訥なもみ砺ら，，

　　　とちり・凝下部に‘：IIL・ndo血48タ手・145”と・2∴tt　icはts．らなし、6深く事態を理解L，・・かっそ・

　　、？の刊鞍点の嫡ζと・1（・｝現BM憂目「「纏轍の方離導く確の購磁治力・
　　』：録に‡れば・・当該瞬は・S41年版曝砲『一と学識をもbた人からの支廠喋れ瞬、tt

　　1り濫淫・・こと・（哨鱗齢の付録面一らなV・だろう。・f・n・h・　・gllec・i・n・はこう

　　　“0・’t’he・Qllg・ゆ・f　p・i…q　．b・6k・ar－した人・鮒象とし碗伝・細螺であ

　　聯B・珂・・i・・lncr6ae　an弓・＃・h・em…”1．／つた・琳会・醍臨確認繕餓叫

　　r似下1“ρ・・t≧ec・11…i・の痢一幅ド、・・のを面した嚥そあためだら崩だ1一㌧

　　　1ら！罷一ジ高慮臨きざの毛並物が串費出版tt．　tt　”tでぼとQ宣伝パンフレット，炉対象とし「　’

　　・物どして・現BM目媒に寵載のあること。　・　牟お老らく少数の人間とはどんな入・さあら

　　尻漏青本と同一麟の記述をもつPt直感’　’sだか・め購よい三》ッ・の交友期，

　・，M面明瞳加ご・・’（・）当館本“・n）、・，と大庭主義を揺騰る。残念勧・、

　　、舞酬6・・’・・’1ρタイ1P・鉦・≒「非鰯、…．ら，’め問野心位入るスペイ纏すで

　　　・櫛f’・…、and・・岬・n・i・1・あるこ≒・一に持たない◎輔で齢鋼廟謳も．っ・

　　　　では・1‘9・’the・911ee・i・P”が・姪秘密．，　t　tて骸確証ゆ手心乱た・・．、

．v’『

ﾅな脚鵬ないのか・本書ほ郷・：9、／／t・知・注立再会の購晧がぷデ・・
・　　1つの舛録：文書≧ガ1ら成り．（本稿下資料・　tt平イ年来ゐ主蘇を全面的に認めたζとを見ゴ㌦

　　二2到哨付録F・G’）・げれも翠事可聴・．虚の軸翫年享委員麟員勘・レ
　　・に拙され細書である・鞍部分は標題，・ズミ・レイ瞬（F・d・⇔i・L－G．Ell・lim・・6）tl’g　’

　　・：勘BM9灘の、酪と1蝋を躰的晦、’一・あて緯さ締・21・’醜女・ルは・・。・リ

　、．評し1たもgで，．．それ自体秘密にされる面心．rヴ　ィ自由主義派の前議貴で大貴族。詩人，・学　　’

　　叫ρで面面如淋稿画料∵∫・靴民零細峰ゐ代錯で秘つ
　・．2－3」瓦そ細し砿諏そ・“q・・与・∴・醜・ノ向’頭さゆ輌親しい友人の・．　・

　　・c611e・七i・㎡’全体を‘‘榔14・ltる咋賓ゐも　b’∵　、　’1人幽幽らだ4）σ1848奪磯点での主土萎章∫、

　　膨やで嫉幽とれは理輪と対すう・E’「’・会委員・4名めうち幽く乏緬入は1’とう

　　．酪嫌ね髄議の諦でめて訟開ざ、・’　．Lk＞Rsi・ツ・の似的糞垂であっ醜・．

．1・締ドき』もρ魔酔・たのだ・1、r一特…テング夢・ル卿（H．　i…gd・1・）ψザ．

・“∫翠�E11ec・i・P”の推定刊年は・845年1ゼフ’・下瓢岬晦・fy・d漉、元弁護士e’…

　　認ガギこ碑は・理事会カミ瞬完晦命1，．∫レでのパ弛’ジ，・．と熱戦運じての親機

　　欄隣年越年に当る高詠の刊行を運ピ・でありe’そ秘画蝋るみ咬噸無
　　　らせていbes41・みられがらッ冴・；巴あ・た（6）・翠脚立委員会磯置そめ庵一



＼・噂玖ラ・ギルq・R・．ssell）鵬・も∴1社会6文化の諸問題を識創∴激蘇

　　　　㍗三冠躰も含めて多⑫友入轡・・．1める・世難族のよう確挙螺を持たな

　　　たf7）・7R．　；・痂病砺濡し倭・㌘い瀞の政治家謹都・1こめ鞍界嚇
　　　tt員の人選が些傘れに有利になるよlSに・何tttt「・ρて・ttあるい庶その女学活動を通じてこ，・犬

　　　励の工作鞭・た町も決し圷属ヒ∫』難磯援・支持を受げて洋課員一の
　　　気管》・一・回・…∴ゼバズ・．・｛e，v一　’〉　ft大手する・そして・1・魔

　　　　一こ妨哩齢ら・王立委員鉾を鱗・一交和羅の恥・なるのが貴族却であ・．
　　　鄭鰍に樋陛り・消初かち・ぐ触蛎『t、　・tる・（9’6・・

　　　ζ昂硝利曝開される蜥鱗逸こ「・・特賄名なのがホイ・グ忌門ホラゾト
　　　弄が興ら泌αしがし1、鋤歎関蜘・∫∴．家（H・ll・nds）（」D・＝，　！　．ザベ秩人（EI励・・h・

　　　直ちにβ勘騨繭樋重鎖題をtt』LV・蜘Fg・）で・永ラン・家tlと1ま，ホ1砲

　　　有利響く≧晦らな％批ろ1．，’前鰍・’　グのグレイ・［（G・G・ey）・’ラ涙ゆン，（H111

　　　願タ・5に誤二…ツ・・噸酔主斑行．．・．L・￥・d・w・・）・カレ・ム1眼B・・Ugh・m）、

　　　働を弁明し∫主暫しう1るf法廷」，め場を強　　　（P．21左参照）などξ）政治家女人が多数

　　　運んで・鴫鋤交友関係学利ざは；『＼藻勧てい売ご…。パニ。ヅ，は・83’・年ご

　　　，搾りよ5な場を設定、レてもらう運動ρ過程　　　勘・ら，．このグルごズの常客であった…）．

　　　晦些鱗、：そして・そり輝帥でこ・老卿頭ρ・（T．』G，・・vi11・）主催り夕食

　　　ゐ欝欝晦のパ’t7・tr・硲用1・らtt一会rdはl　l廊噸・に，一ルズミル，，，磐

　　　・趣のではなかろうか・t一・ttt　・・　’　、一野ル帝躬ズ，マ，ゴの，ブラFドスト．

　　　　＼騨年蝉2監置法改降圃9齪∴・落忌代め鱒鰍骸力感を繊た，

ヅイ脚敏浩には諌だ近代晦政党聯・罫らッ：・も勲，こ嫁の大敦客鱗
　　　戯立す御噸ていゆ・だ（8）誠・？た・・2・。すで癒してき輝で糊し

　　　　リ1碕嚇砲グ～輝』いはホイ・冷．弓渇望・・ヘマー＝　・．．・b，モルズ画筆．

　　　’1㍗ト1オ、恥ζ勘2・また認るどい撒治家「「がs．・’d　9「tl≒再び・・㍉プ，晒あて接近し．

　　　饗して珍レくはな凡諸細ピ・であ『、∵欄係で登勢た桝磯。フ三窃ジ
　　　一．D　k・慧智繭党の禍と贈る．・ので1三・ツ・の伝記は・・9れらの人々屋

　　　こ．ζ嫡容易で嫡ない・i　．2zそれる両極にあ、．、　1出ッツ1、の交友録だ乏いつて＄よい？『

　　　る聯弊謡講本質晦ζ師t　1．　．’　tパテシカ嘱した無量鮫和政
　　　党と柳腕が・魅黒埼力・より保．『、治家喉馴たのぼ；ゆり小励功利主、
　　　守的・』貴族的で・tt番イLッグ潜」ゆ泊由主義／’．・義思想の二二で，30年代以後ゐ法律・．社会

　　　鱗掌篇的臨御砒蜘問題で・、に改虚無指導者であ・た．そし“（　）g二：ジ

　　　蜘こ過ぎない・・当時ρ政敲甲層1よデむ∬一身・に・って働り重窓のは・かれらが・

　　　．・’yろ酌関騨ワて蹴混いた・一’．　ge旧大陸陣ける磁面諭を示して「

　　　　ζ9人的結合嘩台と効浸噂化を，／・1「喰こ・に効た・まち’社交界の恥．・

　　　．促し妹き鞭因の一？解団頭シリ社・　1．’な：・た雛の鰍幽間に，イタリ孜学

　　　輯減る9婿灘帆に・、下級i　Ml）“㍗伽セネサゾス・イタ・・ア文学が流行して一

　　　影響芸無ずジ鯉家や芸術家文、ル咋こ1とpmる（i3）。（P．軍左参照）・

轡轡∵㌧二∴ll∵㌘1∵∵∴



1

薪遭夢郷パラシll・凝・’t”・の社．

会曝ま．さに適命卵であった。骸ふも半時存「・

1政治家『）多くは，みず々・ら文学者であり冤

学者であった・矢幅・対する熱細管癖

意舗羅套難ご惹轡まか㌧

　序ヅ・鮒す磯細動辮広カミり
つ飾・た職盲ら襯交働叶プρ入

・∫びと吟脚躍館唖状と将来湿り．・1

自己め立場を弁明す袴に足るパンフレヅト

’を秘かtlと配布するt，と非力）れtlglと6て極「』

あ即効樋洗嫡平冠ゆ筋る．・
、．Bl図書卸将来政策について・噛・・テヅ

ツゆ蛛が勝利した静に∴19幽聴覚
馳の政治社会の風土潜強．く投影さ流ていたとtt

，．いわね賦な昏なヒ・6、，目本における初代帝国

翠館即応徽瑚叢誌噌治と』の関「
、係と揖・．橡斧う’た対照を示レている（14）。．

　　　　・注．r・…　ぐじ∬．．㌻・．

　　　くf㌧の聯は，‘響本汚1厚逝朗にま．

　　　菌此面⑫製本吻ジこりま．う彫態∫、
　　　　　で配布されだも．ゐφユ蔀であると競う推論1「』．

　　　　膨御で晦1擁認の働．で唖いtt
・’ E”・ @魁蜘織り可鯛生妨が強い飼える・t　tt
　　　．　：（2）・　’　IYIil，ler，　／lo’　p；’　6’ifiPl　，1．　e7r，　・

　　　1：1轟轟∵講r．・一、1／、．

　　　J（r）、・Tbi喋・．亘P・ユ学2一・7・・＿

，，、一
齡?ｦ’禦㍗㊥1畔』

　　　’〈7）　．．’16idi，”　pl’．’172r　．

　　　織以下璽治関係細鱗ついてをま慨串◎
　　　　　恥・9・．・晦1・SL；・　G“tt．sm・＃などの．もののぼ

　　　　　かジ．特tlg横越華一ガ．『近代啄掌史研窄』19『9・

　v　禰徽「でやス髄擁零墨」！搬
　　　　，灘1世界魏第19師収）・1971・・’1．tttt

　　　’（9）1・qゼttr喚⑳1℃・r：や・・59・

　　　・・40）・　．D．N．B．　．X（bl．’2Q，1’pp．　115T117．
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